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みなさんの願い実現

　

新
年
度
予
算
は
、
１
7
7
6
億

円
（
前
年
度
比
6
．
2
％
増
）
と
、

過
去
最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

軽
自
動
車
税
な
ど
、市
民
負
担
増

　

歳
入
で
は
、
景
気
低
迷
が
長
引

く
な
か
、
市
民
に
は
、
市
民
税
や

固
定
資
産
税
の
重
い
負
担
に
加
え
、

軽
自
動
車
税
増
税
の
負
担
増
を
求

め
て
い
ま
す
。
一
方
工
場
用
地
へ

の
固
定
資
産
税
な
ど
は
優
遇
さ
れ
、

低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
評
価

を
変
え
れ
ば
、
年
間
30
億
円
以
上

の
税
増
収
に
も
。
自
主
財
源
を
増

や
す
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

大
型
事
業
推
進
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
は
あ
き
ら
か

　

歳
出
で
は
、
「
地
方
創
生
」
関

連
事
業
や
大
企
業
優
遇
予
算
、
豊

予
海
峡
ル
ー
ト
推
進
事
業
な
ど
の

市
民
の
思
い
と
は
遠
い
予
算
を
、

暮
ら
し
最
優
先
の
予
算
に
組
み
か

え
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

一
般
職
員
の
給
与
を
削
減
す
る
一

方
で
、
常
勤
特
別
職
や
議
員
の
期

末
手
当
の
引
き
上
げ
が
予
算
化
さ

れ
て
お
り
、
見
直
し
を
求
め
ま
し

た
。

　

市
長
は
、
「
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
持
続
可
能
な

財
政
運
営
に
努
め
る
」
と
答
弁
。

市
民
の
願
い
に
応
え
る
施
策
を

【
福
祉
行
政
】

　

保
育
士
の
労
働
条
改
善
の
要
求

に
対
し
、
「
指
導
、
勧
告
、
命
令

な
ど
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
健
全

な
施
設
運
営
に
努
め
る
」
と
答
弁
。

　

介
護
保
険
料
の
負
担
増
や
サ
ー

ビ
ス
削
減
を
招
か
ぬ
よ
う
国
の
財

政
負
担
増
に
対
し
、
「
全
国
市
長

会
を
通
じ
て
、
国
費
負
担
割
合
の

引
き
上
げ
を
要
望
す
る
」
と
答
弁
。

　

介
護
保
険
が
優
先
さ
れ
る
障
害

者
総
合
支
援
法
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
「
国
の
動
向
を
注
視
す

る
」
と
の
答
弁
。

【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
】

　

大
き
な
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ

る
制
度
で
あ
り
、
現
行
の
制
度
の

条
件
緩
和
や
利
便
性
向
上
を
求
め

ま
し
た
。

　

市
長
は
、
「
現
行
の
制
度
で
予

算
を
増
額
し
、
中
小
企
業
の
振
興

に
資
す
る
」
と
答
弁
。

【
環
境
行
政
】

　

ば
い
じ
ん
公
害
根
絶
に
向
け
て

は
、
「
企
業
の
努
力
を
支
援
し
、

市
民
の
健
康
保
護
と
生
活
環
境
の

保
全
に
努
め
る
」
と
答
弁
。

　

家
庭
ご
み
有
料
化
継
続
の
可
否

に
つ
い
て
は
、
「
三
年
ご
と
の
見

直
し
に
向
け
、
し
っ
か
り
と
制
度

の
検
証
を
行
う
」
と
答
弁
。

安
保
法
制
は
廃
止
を

　

安
保
法
制
の
施
行
で
、
自
衛
隊

員
が
「
殺
し
、
殺
さ
れ
る
」
危
険

性
が
切
迫
し
て
い
ま
す
。
「
戦
争

法
反
対
」
の
声
は
広
が
り
、
5
野

党
（
当
時
）
が
衆
議
院
に
廃
止
法

案
を
提
出
。
安
保
法
制
の
廃
止
、

立
憲
主
義
、
民
主
主
義
の
立
場
に

た
つ
べ
き
と
要
求
。

　

市
長
は
、
「
長
期
の
討
議
の
末
、

可
決
成
立
」
、
国
の
専
管
事
項
と

の
認
識
を
変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

消
費
税
増
税
は
中
止
す
べ
き

　

大
企
業
は
空
前
の
利
益
を
あ
げ

る
一
方
、
労
働
者
の
実
質
収
入
は

落
ち
込
み
、
個
人
消
費
の
低
迷
も

長
期
間
続
い
て
い
ま
す
。
暮
ら
し

と
景
気
回
復
の
た
め
、
消
費
税
増

税
に
反
対
を
要
求
。　

　

市
長
は
消
費
税
に
つ
い
て
、

「
安
定
し
た
財
源
の
確
保
と
世
代

間
の
公
平
な
負
担
」
と
答
弁
。

原
発
ゼ
ロ
の
決
断
を

　

安
倍
政
権
は
、
国
民
の
声
を
き

か
ず
再
稼
働
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

高
浜
原
発
の
再
稼
働
に
は
、
司
法

が
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま
し
た
。
大

規
模
な
震
災
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、

伊
方
原
発
の
再
稼
働
中
止
を
求
め

ま
し
た
。

　

市
長
は
、
「
再
稼
働
中
止
、
原
発
ゼ
ロ
を
要

請
す
る
考
え
は
な
い
。
十

分
な
説
明
責
任
と
安
全
確

保
を
求
め
る
」
と
の
答
弁

で
し
た
。

　

昨
年
の
臨
時
議
会
で
、
副
市
長

の
続
投
選
任
に
つ
い
て
、
「
今
後

の
合
意
形
成
に
疑
問
が
残
る
」
と
、

議
員
団
は
指
摘
。
市
長
は
「
安
定

的
な
運
営
に
必
要
」
な
ど
と
答
弁

し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
回
、
「
選
挙
の
時

の
公
約
、
そ
の
後
の
議
論
な
か
で

色
々
な
新
し
い
課
題
、
力
を
入
れ

た
い
部
分
、
取
り
組
み
た
い
と
こ

ろ
も
出
て
き
た
」
と
、
副
市
長
交

代
の
理
由
を
悟
り
監
査
委
員
の
交

代
も
同
様
と
説
明
。
国
土
交
通
省

官
僚
の
起
用
に
「
公
共
交
通
の
充

実
や
、
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
実
現
に

と
り
く
ん
で
ほ
し
い
」
と
コ
メ
ン

ト
も
。
結
局
、
自
ら
や
り
た
い
事

業
を
す
す
め
る
た
め
の
体
制
強
化

と
し
か
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

　

党
議
員
団
は
、
①
市
長
の
提
案

理
由
で
は
、
交
代
の
必
要
性
は
な

い
こ
と
、
②
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
促

進
の
た
め
の
官
僚
起
用
よ
り
、
市

民
の
暮
ら
し
を
重
視
し
た
対
策
を

求
め
、
選
任
に
反
対
し
ま
し
た
。
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全
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン

　

長
年
要
望
さ
れ
て
き
た

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
。
２
０
１
８
年
に
中

学
校
、
19
・
20
年
に
小
学

校
に
設
置
予
定
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
改
善

　

こ
れ
ま
で
の
一
回
一
枚

を
、
額
面
の
違
う
利
用
券

の
組
み
合
わ
せ
で
、
利
用

の
仕
方
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
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2016年
3月議会報告

こ
ん
に
ち
は

日
本
共
産
党

大
分
市
議
団
で
す

第1回定例会は、3月4日から
25日まで開かれました。



2012年12月総選挙で
自民党がはりだしたポ
スター。政権をとると、
13年3月に「TPP参加」
を決めた。

傍
聴
記

西
村 

初
美

　

3
月
議
会
で
衝
撃
だ
っ
た
の
は
、
副
市
長

2
名
と
水
道
管
理
者
、
代
表
監
査
委
員
の
退

任
で
し
た
。
市
長
が
就
任
し
た
後
の
人
事
異

動
で
選
任
し
た
方
が
、
任
期
中
に
辞
め
て
し

ま
う
と
い
う
の
は
、
何
か
あ
る
か
ら
だ
と
考

え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
後
の
市
政
に

不
安
を
感
じ
ま
し
た
。

　

幸
崎
駅
は
、
3
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
か
ら
駅

員
の
い
な
い
無
人
駅
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
2
月
中
旬
に
そ
の
旨
を
伝
え
る
張
り
紙

が
さ
れ
ま
し
た
が
、
利
用
者
や
地
元
住
民
に

も
知
ら
せ
て
い
ま
せ
ん
。
高
校
生
が
定
期
券

を
買
い
に
行
っ
た
ら
駅
員
さ
ん
が
い
な
く
て

困
っ
て
い
ま
し
た
。

　

伊
方
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
大
分

市
か
ら
再
稼
働
中
止
の
意
見
書
は
出
て
い
ま

せ
ん
。
熊
本
・
大
分
地
震
で
は
大
き
な
被
害

が
出
ま
し
た
。
伊
方
原
発
沖
に
も
活
断
層
が

あ
り
ま
す
。
避
難
体
制
が
確
立
し
て
い
な
い

ま
ま
で
は
、
大
災
害
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
市
民
の
安
全
を

守
れ
る
体
制
が
必
要
で

す
。

　

安
倍
政
権
は
、
環
太
平
洋
連
携

協
定
（
T
P
P
）
の
承
認
案
と
関

連
一
括
法
案
を
閣
議
決
定
し
、
国

会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
T
P
P

交
渉
の
合
意
・
署
名
内
容
は
、
農

業
破
壊
、
経
済
主
権
侵
害
な
ど
、

国
益
を
最
優
先
し
た
も
の
で
な
い

は
明
瞭
で
す
。
市
長
は
3
月
議
会

で
は
「
国
益
を
最
優
先
す
る
な
か

で
交
渉
に
参
加
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
」
と
の
姿
勢
で
し
た
が
、

「
大
筋
合
意
」
の
詳
細
と
協
定
本

文
を
開
示
し
、
国
会
・
国
民
の
議

論
を
保
障
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
T
P
P
協
定
本
文
は

開
示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
協
定
の

承
認
に
つ
い
て
国
民
的
論
議
、
国

会
で
充
分
に
審
議
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
。
T
P
P
協
定
の
発
効
は

本
市
に
も
影
響
が
生
じ
る
と
予
測

さ
れ
る
の
で
、
今
後
国
会
の
議
論

を
注
視
し
て
い
く
」
な
ど
と
答
弁
。

J
R
幸
崎
駅
の
無
人
化
回
避
を

　

九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
は
、

3
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
日
豊

線
・
幸
崎
駅
の
無
人
化
を
発
表
し

ま
し
た
。
利
用
者
の
安
全
性
・
利

便
性
を
第
一
に
考
え
る
な
ら
ば
、

職
員
を
増
員
し
、
J
R
駅
無
人
化

は
回
避
す
べ
き
で
す
。
駅
無
人
化

回
避
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
働
き

か
け
を
し
て
き
た
の
か
、
見
解
を

求
め
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
部
長
は
、
「
今
後
、

幸
崎
駅
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
・
保

安
体
制
な
ど
を
注
視
す
る
」
な
ど

と
の
答
弁
で
し
た
。

真
に
再
生
に
つ
な
が
る
施
策
を

　

地
方
創
生・「
地
方
総
合
戦
略
」

に
つ
い
て
は
、
①
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
、

真
の
地
方
創
生
に
つ
な
が
る
か
、

②
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

対
策
、
③
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
」
で
、
地
域
の

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
成

長
・
発
展
の
展
望
に
つ
い
て
質
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
相
つ
ぐ
新
日
鐵
住
金
の

労
働
災
害
へ
の
対
応
、
精
神
障
が

い
者
の
交
通
費
助
成
に
つ
い
て
も

質
問
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
に
、
豊
予
海
峡

ル
ー
ト
調
査
費
な
ど
1
4
3
0
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
新

た
な
広
域
経
済
文
化
圏
の
形
成
や

都
市
機
能
の
効
率
的
な
分
担
」

「
災
害
時
に
お
け
る
多
重
性
の
確

保
」
な
ど
と
提
案
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
を
は
じ
め
、

新
国
土
軸
構
想
は
、
13
年
前
か
ら

凍
結
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
予
海
峡

ル
ー
ト
に
い
ま
力
を
傾
注
す
る
必

要
は
な
い
と
、
中
止
を
求
め
ま
し

た
。

　

企
画
部
長
は
、
「
必
要
性
を
訴

え
、
気
運
の
醸
成
を
図
り
な
が
ら

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
」
と
答
弁
。

1
人
で
も
雇
用
増
に
助
成
金
を

　

企
業
立
地
推
進
事
業
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
企
業
立
地
即
助
成
金

に
加
え
て
、
企
業
立
地
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
事
業
が
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
中
小
企
業
・
業
者

へ
の
支
援
は
、
制
度
融
資
な
ど
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
厳
し
い
経
済
状

況
の
な
か
で
、
地
域
経
済
を
支
え

る
中
小
企
業
・
業
者
と
雇
用
の
拡

大
の
た
め
に
、
1
人
で
も
雇
用
を

増
や
す
中
小
企
業
・
業
者
に
助
成

す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

　

商
工
農
政
部
長
は
、
「
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。
販
路
開
拓

の
支
援
、
設
備
投
資
へ
の
補
助
、

人
材
研
修
の
支
援
な
ど
を
創
設
し

た
」
な
ど
と
の
答
弁
で
し
た
。

年
度
途
中
で
も

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
支
給
を

　

障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
で
、

大
分
市
は
「
障
害
者
差
別
解
消
支

援
地
域
協
議
会
」
の
設
置
を
検
討
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
券
の
改
善

が
さ
れ
る
こ
と
は
一
定
評
価
で
き

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
車
を
運
転
し
て
い
た

方
か
ら
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
に
変
更

し
た
い
が
、
年
度
途
中
で
は
変
更

で
き
な
い
」
と
い
う
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
交
通
手
段
は
、

複
数
確
保
で
き
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
ま
ず
は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
に

年
度
途
中
で
変
更
し
た
い
場
合
、

残
り
の
期
間
か
ら
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

　

福
祉
保
健
部
長
は
、
「
年
度
途

中
の
交
付
も
含
め
検
討
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

TPP「大筋合意」詳細・協定本文を開示し、国民の議論を保障せよ

豊予海峡ルートより、中小業者支援を

福間 健治 議員

広次 忠彦 議員

市
民
の
思
い
顧
み
な
い
自
公
な
ど

　

党
市
議
団
は
、
議
会
運
営
委
員
会
に
安
全
保

障
法
制
の
施
行
中
止
、
核
兵
器
廃
絶
、
診
療
報

酬
引
き
下
げ
中
止
、
消
費
税
増
税
中
止
の
４
つ

の
意
見
書
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
自

民
、
公
明
な
ど
の
反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

党
議
員
団
が
紹
介
議
員
の
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
批
准

を
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
」
「
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
」
の
請
願
は
、
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

こんにちは　日本共産党大分市議団です 2016年4月


